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はじめに
今田訳出したのは， f大阿弥詑経j下巻，大正蔵第12巻， 312a2句 c27の部分である。
いわゆる「三毒段jの部分にあたる。
内容を紹介すると，次の六段に分かれる。
所有散による苦しみ
設問では，金持ちも貧乏人もみな所有欲のゆえに愁い悩んで、いる。金持ちは持って
いる財産が無くなるのではと心配し，貧乏人は財産が欲しいと悩む。その結果，心ば
かりか身も病んでいる。さらに死後には悪趣におもむくことになる。（312a2-26)
憎しみによる苦しみ
家族・親族は互いに敬愛しあい，憎しみあってはならない。そもそもこの世での憎
しみは来世では大きな現みとなる。憎む相手とは，主主まれ変わっても出会い，互いに
報課しあうことになる。善悪の業は転生した所まで追いかけてくる。元気な関に善業
を行え。（312a26-bl2)
無知・無信による苦しみ
世間の人々は由来応報・輪廻転生などを信じない。これは先祖が善業・ 1.ム道に関し
て無知であったため，その子孫は侭も語り開いていないからである。死は定めなく，
若い者が年寄りより先に死ぬこともある。誰もやがては死ぬのだが，世間の人々は，
教えを信じず，事楽を追求している。彼らはやがて悪趣に転生し，苦しみを受ける。
(312bl2-29) 
愚昧な追慕
家族・親戚の者が亡くなると，その悲しさから離れられず，仏の教えを受け容れず，
心を閉ざし，仏道に出会わないまま，寿命が尽きる。（312b29吋 c7)
私利追求の生活が悪趣を招く
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世間の人々は，金持ちも貧乏人も老若男女みなあわただしく欲望を食り，せかせか
していて，安らぎがなく，他の人へ悪意をいだいて生活している。その結果，寿命が
来る前に，命尽き，悪趣にずっと留まることになる。（312c7-14)
悪業を止め，善業をなせ
仏は上の様に世間の有捺を諾った後，「悪業を止め，善業をなせ。愛情・欲望を享
受するな。仏の教えを信じ，修行する者は私の弟。戒を学ぽうとする者は私の弟子。
出家して沙門・比丘になるものは私の子孫。阿弥詑仏の屈に生まれようと願う者は，
智慧と勇敢さをもち，尊敬される。jと諭して，さらに「疑問があれば尋ねよjと
う。（312cl4-27)
底本には高麗蔵所収本を用いた。
本訳注の原稿に自を通して，誤りを指掃して下さった佐藤E王子さん，橋本貴子さん，
佐々木大悟氏に深く感謝致します。
和訳
（大正議第12巻， 312a2司 c27)
（所有散による苦しみ）
I）「世の人々は，軽薄・卑俗で2），重要でないことを争いあっている。ここ，（すな
わち）ひどい悪と苦しみにみちた中でお，励んで生計を立てて 4)' （家族を）養って
いる九位の高い者も卑しい者も，金持ちも貧乏人も，年寄りも若者も，男も女も，
1) 以下の部分， E若本との対照は，香JII 1984 : 307を参熊。
2) 薄俗 HD. 9. 575bは「軽簿の習俗」と解釈し， fi薬害・元帝紀Jr民漸務俗，去耀義，
鰯刑法。安不哀哉！ Jなどを51いている。
3) 共於楚E撃露誘惑極苦之中 『平等覚経jは同じor無量券経jでは「於此劇慈極苦之中J
(274b26）と改められている。
4) 治生 f平等覚経jは同じor無量寿経jでは f鐙務J(274b27）と改められている。
5) 相給活 f平等党経jは同じ。この「相Jは，動認の前に置いて，行為が相手に及ぶこ
とな示す。「穏」のこの用法については，日D.7. 1135b ( 3) ( r史吉田なごでの用例が挙げ
られている）やG狂X.646山647(r詩経Jr漢書jなどでの尽例が挙げられている）を参照。
「給活Jvt, 1L典にのみ見える表現。本経と次の二例は「養うJの意味。支謙訳 1三品弟
子経Jr希望供養，欲得銭財穀吊，給jき妻子。J(T. 17, No. 767, 70lal9f.）；譲受等訳？緊愚
経i「爾時議簿以三千滞金。千雨務総，子商務殺，千溺用侯船上所須。絵故大手干給活姿子。
使於海透施f乍大船。」（T.4. No. 202. 422b2f.）。それ以外は，「自給活jで「自らを養う，生
計を立てるjの意味で使われている。例えば支議訳？党網六十二見緩i「有異道入，受入信
施食，作畜生業，以自給活。J(T. 1, No. 21, 265al9f.）；法立・法斑訳『大接決経j「後次穀
索劫時，人行掃街，市里均穀，以自給活。J(T‘1, No. 23, 302b26f.）；僧伽提婆訳？増萱照
合経if後世人母蛍篤女作媒，勝他男子輿房室。母住守内，従得財物，持用自給活。父亦伺
惰｛羊強不知。J(T. 2, No. 125, 830a20f.）；法額訳 f大般泥涜経j「時有野人遊行i事中得 ／ 
？大阿弥陀絞j訳i主（人） 3 
みな 6）貯産のことを心配している。持つ者も持たない者も毘別無く，思い煩いは同
じ。うろたえ 7），愁い苦しみ，思案を重ね，考えを巡らし8），心のしもべとなり 9)'
安らぐ時はない。
田畑を所有するものは，田畑のことを心配し，家宅を所有するものは，家宅のこと
を心配し，牛を所有するものは，牛のことを心配し，馬を所有するものは，馬のこと
を心配し，家畜JO）を所有するものは，家畜のことを心配し，奴輝言ど所有するものは，
奴縛のことを心配し，衣眼・財産・金・銀・宝物を所有するものは，それらのことを
心配する 11)0 思いに患い，ため息を繰り返し 12），心配と不安にかられる 13）。「不意に，
突然、の洪水・火事・盗賊・’恨みをいだく者や債権者14）によって，流されたり，焼か
れたり，強奪されたり 15），乱入されたり 16），溺れたりする 17)J （のではないかと）。
＼此乳牛，便燐其乳，以自給活。欲作酪蘇，不知法用。 1Jlt以弊器，冷暖不適，党不成酪，亦
不得喜本。」（T.12, No. 376, 865a20f.）；仏陀什訳 f五分律Jr或枕酒食，不能除断；或募作邪
命， J.j、自給活。J(T. 22. No. 1421. 192cl2f九『無差寿経jでは「自給済」（274b27；「自ら
を養う，主主計を立てるJ）と改められている。
6) 皆滋共 f王子害事覚経jはi湾じo r無量寿絞iでは「共」（274b28）と改められている。
「皆苦言共」は「皆悉共jの誤写か。本経の別の箆月号でも「皆会Jを「皆悉Jの誤主主と推測
した（訳注［四］注［12］）。「皆悉共Jは，業員義の字を三つ重ねた表現で仏典に多出する。
失訳 5不返事事法翰経Jr彼誇菩薩皆悉共取七主要蓮華若干種色。」（T.9. No. 267, 227blf.）；悶
那機多等訳；起世経Jr世照衆生皆悉共有三種悪行。J(T. 1, No. 24, 346a2f.）；僧倣提婆訳
？中肉含経i「彼持八高四千夫人及女資皆悉共前詣大蕃児玉。」（T.1, No. 26, 517bl2f.）；地
婆誇羅訳『方広大荘厳経jf諸天龍鬼神皆悉共隠待J(T. 3, No. 187, 54la23f.）。
7) 廃鋳 「扉鐙J(bing ying）は河じ韻字を重ねた畳韻語。「さまよう；うろたえるjの
意味。 HD.4. 4laには『国語・呉諮i「王親独行，界管f方f皇於山林之中jなどが引かれてい
る。
8) 紫念怠慮 『王子等党経jは同じ。 f無量寿経jでは f累念積I慈J(274b29）と改められ
ている。
9) 鴛心走使 底本の「矯心f安定jを？平等党経i「2奇心（←之）走使J(29~c24)' r無量
寿緩jr~心立を使J (274b29）に拠り改める。「主主使Jは fそば仕え，走り仕え；仕えるJ
の意味。 Kr油（1998).618, Krsh (2001). 410を参照。
10) 六畜 鳥・牛・ 2手・鶏・犬・ 1哀を指すが，ここでは家畜の総称。 HD.2. 4laには f左
f云jなどでの用例が引かれている。
11) 復共憂之 f平等党経j・1無蚤寿緩jも同じ。 f共jは f皆，すべてjの意味であろう
か。
12) 累息 HD. 9. 789aには f楚辞jなどでの用例が引かれている。
13) 慾恐 f王子等党経jは同じ。辞書類に採られていない。 f無量寿経jでは f愁怖j
(274c3）と改められている。
14) 怨家僚主（←怨主f資家） 諮本に「怨主イ資家Jとあるが， f平等覚経j(293c28）と f然
量寿経J(274c3）により，「怨家僚主jと改める。
15) 撃（←繋） 本経の高重量蔵本・房出石経本と？平等党議jの高麗蔵本・房山石経本には
「繋jとあるが，本経・ 5平等党総jの宋版などには「撃Jとある。 5無量美子経jでは f劫
奪J(274c4）と改められている。
16) 唐突 本経の宋版などには「搭挟jとある。『乎等覚経jの宋絞などには f搭突jとあ
るo HD. 3. 368a「唐突jには f詩経・実l玄築jなどでの用例が，またHD.6. 816b「搭突J
には貌代？人物誌jなどでの用例が引かれている。「楼突J(HD. 4. 1272a；杜帯＞. r業突j
（曽良持土壌文獄字義通釈j皮肉 2001：皮肉大学出版社， p.144）とも舎かれる。 ノ
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とても不安で 18），心臓がどきどきし 19），ほっとする時がない。憂いを心のうちにい
だき 20），怒りの気を心のうちに積もらせ21)' （その結果）胸や腹を病み22），憂いと苦
しみは離れない23）。（その）意志は頑なで，全く寛容でない24）。傷つけられたことでお）
＼いずれも“tangt色”としづ発音。 tで始まる誇を重ねた双声語。擬声・擬態語である。
17) 唐突汲溺 f王子等覚経jは悶じ。『無量寿経jでは f消散磨滅」（274c4）と改められて
いる。
18) 愛護 HD. 7. 687bには渓代の用例が引かれている。 f毒」にも f憂うjの意味がある
(HD. 7. 822bには m子jなどでの用例が引かれている）。従って「愛毒jは同義語を重
ねた表現。「とても悲しむJfとても心配するjの意味。仏典にも用例は多い。例えば，重量
来.f.長友詳訳 f中本起経j「其年七歳，得病，使亡。其父憂議，臥不安席，不復飲食。」（T.
4, No. 196, 160alf.）；鳩摩緩イ十訳『産量詞般若波羅蜜経jf“警如新喪父母甚大霊童，菩議！））＇如
是行殺若波緩鐙，悪魔甚大変毒。”“世尊！位一悪魔愁毒，三千世界悪魔皆悉愁議耳目？”“須
菩提！是誇懇践皆悉愛議，各於坐慮不能自安。”J(T. 8, No. 227, 579al2f.）など。
19) 松松 心配で心臓がどきどきする様。あるいはおそれおののく様。 HD.7. 434bには
？重量議：jでの用fJUが引カ通れている。 GH.777aは『慧琳音義jの解釈合列挙している。本経
の後の方にも「王法施張，自然悲し拳，上下相膝，羅網縞紀。祭栄松恰，没入禁中。」
(315bl9f.）と出る。その他にも，康儀会訳 f六度集経Jrw仲陰然，主主f乍大饗有若霞震。
f手E寺採来，心主語？公松。 f印章号蒼天，不様雲間。J(T. 3, No. 152, 9c27f.）；向 f弟・…・・奪番之治
郎所。冶締承芸書，投弟子火，父心松怯稲怖，選使室長先0 ・…・・父霧潟述。兇巴宗主灰失。J
(26a23f.）；程曇般主主流支訳『正法念処経jf若重量行時，令入額申，心動恰j公，或如失身，
或身動揺，不能際限，…・・J(T. 17, No. 721, 386bl7f.）；向「見冷暖風，若不調瀬口中味甘。
其心松松，不憶飲食。若欲坐議，別主主疑怠。舌重難語，或E図喉痛，気1慮実感，心中臭気。
…・・」（393a2lf.）。訳注（三）注（47）「妊松Jも参照。
20) 結慢胸中 f平等覚経jと f無量美子経jには f結償心中」とある。「結僚」は本経の別
の箆所でも r:nt不臨待，懸念、相破，然之愁主義，結僚主的申。J(312b2f.）；「鴬緩欲所迫， E宣心
思想。不能復得，結僚胸中。J(315bl5f.）とおる。また，本経の加の筒所に出る f僚結J
と同じ意味。すなわち「或持家室，中外，父子，兄弟，夫婦歪於死生之義，更相突i立，車事
相思慕，憂：念僚結，，母、愛綴綴」（312b29f.）。「償Jは，気が充満している様子（宋子然 5古
l英語詞義議考j成都 2000，己萄議：社， p少10），愛いや怒りが心に欝積している意味（封。
7. 73la; G託Z.175b）。次の「稽気悉怒」と類句。
21) 穏策悉怒 「穏Jは r'I喜jに間じor平等覚経jに「憶」とあるのは誤写。また本経で
「悉怒Jとあるところ，子平等覚経jの高麗蔵本には「毒怒jとあるが，おそらく誤写。他
の諸本には本経と向じく「悉怒」とある。？無量寿経jではこの表現が省かれている。
22) 病復胸渡 『平等党経jは向じor無量美子経jではこの表現が省かれている。
23) 憂苦不離 ｛王子毒事党経jは同じor無愛寿経jでは「不離憂儲j(274c5）と改められて
いる。
24) 溺祭綴捨 「適無J= r適不Jは「まったく～ないJという意味。訳注（五）注（100)
の「甚無Jr甚不jとj苛じ用法。「i虚無jの；英訳仏典での用例は，｛可浬l菊ri莫誇悌奥奥後渓
詞諾例務JI古i英語研究j1998年第一期， pp.64-65およびHu188-189に網羅的に挙げられ
ている。後者は f適Jを「花、当」（ーすべきである）の意味で解釈するが，間違い。「まっ
たくーないJという意味の「適不jの用例は次の通り。主主党等訳『賢愚経j「婦崎市ぎ：
“汝所欽美河鐙賊奇，自汝去後，常見侵凌。我適不従。抱裂我衣，壊我身賞。汝畜弟子。
云何乃爾？”J(T. 4, No. 202, 423cl9f.）；支婁迦議訳？殺舟三味経i「心一反念， f弗悉夜前
立。一切返不復願，適無所生慮。」（T.13, No. 418, 904a25f.）。 f綴捨Jは「釈放する。放
す」の意味。 HD.9. 1002b「縫合・縦捨jには｛荘子jなどでの用例がヲlかれている。
25) 或坐鍵毅 『平等覚綬jは同じ。 f祭最寿経jでは「或坐擢待J(274c6）と改められて
いる。この「或」（ここでは「場合はJと訳した）は，後に「或時（坐之，終身？と命）」
(312a24）とあるのを参照。「坐Jは「ーの勢で，ーによって」の意味（GHX.886-887を
参照）。 f捲裁」はここでは「傷つける，痛めつけるjの意味。 HD.6. 838bには渓代，主紹
君 f怨詩i 「離宮絶畷，身鐙援裁。」の例を挙げている。「議議j は詩文では「心~痛め ノ
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命を失った場合は26），ぽいと捨て去られ，誰一人として後に従う者はいない。位の
高い者・金持ちには27），このような憂いと恐れがあり 28），このように苦しむ29）。
度々悪寒と熱病を病み30），痛みと同居している。
身分の低い貧乏人は31），貧窮し，貧しさに苦しむ32）。田畑がなければ，田畑が欲
しいと悩み，家宅がなければ，家宅が欲しいと悩み，牛がなければ，牛が欲しいと悩
み，馬がなければ，罵が欲しいと悩み，家畜がなければ，家畜が欲しいと悩み，奴縛
がなければ，奴緯が欲しいと悩み，衣服・財産・日用品・飲食物などがなければ，や
はり欲しいと’脳む。たまたま一つが手にはいると，もう一つ欲しくなり，これがある
と，あれも欲しくなり，ひとしなみに33）持ちたし、と思う。たまたま束の間，全部を
所有することができても 34），すぐにまた無くなってしまう 35）。こうして苦しみが生
＼る，悲しむ，嘆くJの意味でしばしば使われる（註D.6. 838b；蒋紹怒 f庶詩語震研究j鱗
ナトI1990：中ナM古籍出版社， p.324；玉三雲路 ri美重量六朝詩歌諾言語宗務Jil安 1997: I淡西人民
教育出版社， p.7参照）。上述の様に『無量寿経jでは円程砕Jと改められている。
26) 終身亡命 ？平等党経jには f終亡身命J(294a2）とあるor無最寿経jでは「身亡命
終」（274c6）と改められている。後には「終身天命J(312a24）という類似の表現があり，
それは 5平等党経if無量美子経iも同じ。
27) 尊費義富（←尊卑室長賞貧富） 本経には r~事卑愛愛貧富」とあり， f平等覚経j
(294a3）と f無量寿経J(274c7）には「尊資愛富」とある。この部分は，街地などを持つ
金持ちのことを述べ，次の段落で貧乏人のことを述べているから，？平等党経jの読みが本
来的と考えられる。
28) 有是憂懐 f平等党経jには「有此愛憧J(294a3）とあり， 5無量寿経jでは f亦有新
窓、，憂懐蕊端J(274c7）と改められている。
29) 勤苦若此 高麗蔵本・房山石経本には f勤苦此」とあるが，本経の宋版などと？平等
党経J. r無長寿経jの読みにより改める。「苦」と「若Jが似ているために起きたー穫の重
字脱落（haplography）。後には，「勤苦如此J(312a23）とある。「勤苦jは先秦の文献から
見える表現だが，仏典では f苦しみ，苦しみを受けるjの意味で使われる。 Krsh(1998). 
330-331, Krsh (2001). 419-420。訳注（二）注（22）も参照。
30) 結衆寒熱 ？平等党経J• r無差寿絞jも伺じ。「寒熱jは悪妻美と熱病のことか。吉成撰
？無量寿経義疏jには「“結衆望美熱”者結之窓集。意：“行苦，招寒熱病”。J(T. 37, No 
17 46, 123c4）。
31) 小家貧者 ？平等党経jは同じor無量美子経jでは「2霊祭下劣J(274c8）と改められて
いる。「小家」は f身分の低い貧乏人，貧しい暮らしの家Jの意味。日D.2. 1617bには『管
子jなどでの用例が引かれている。
32) 窮困苦芝 『平等覚経jtこは「窮図乏無J(294a4）とある。 f無量寿経jでは f図乏常
無J(274c8）と改められている。 f窮悶Jは貧窮の意味。 HD.8. 46lbには 5萄子jなどで
の熔例が引かれている。本経の f苦乏J（「貧しさに苦しむJ）と f平等党経jの f乏無J
（「すっからかんJ）のどちらの読みが本来的か決め難い。間t量寿経jの読みは後者な踏ま
えている。
33) 努等 間義字を重ねた表現。 HD.12. 1433b fこは f釈名iなどでの用仰が引かれている。
34) 適小具有 『平等覚経jは同じor無量寿経jでは「適欲具有」（274cl2）と改められて
いる。
35) 賜援 本綬の高箆蔵・宋版（房山石経本は欠損）および f平等覚経jの宋版はこう読
む。本経の元・明本及び；平等覚経iの高麗蔵・元・号号本には「鰯登」，房山石経本には
「異!T議J(I新J之「重量J; HD. 6. 1063a [10], GH. 983b [18] －〔23］を参照）とある。「賜jに
も「尽きるJの意味がある（HD.10. 259a [ 5］には『方言J!f易，登也jなどの例が ／ 
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じ36），もう一度手に入れようとしても， 37）思うだけ無駄で，すぐに手に入れること
が出来ず，心身ともに疲れきり，いても立ってもいられない。（身分の低い貧乏人
も）次々と髄みが生じ，このように苦しく 38), 39) （悩みが）心を苦しめつづけ， う
らみのあまり激しく慈る。（位の高い者・金持ち同様）彼らもまた度々悪寒と熱病を
病み40），痛みと同居している。
このことによって41), 42）命を失い，早死にする場合もある。 43）それでもやはり善
行や仏道を修めようとはしなし、。寿命が尽き死ねば44), 45）みなひとりで遠くに去り
行かねばならない。 46) （死後）おもむく境援があり，それには善い境、涯と悪い境涯が
あるということを誰も知らない。
（増しみによる苦しみ）
47）もし48），世間の人々が49），父子・兄弟・夫婦・家族・父方や母方の親戚として，
＼引かれている）。後には「鰯J(HD. 1. l 733a）と舎かれる様になった。従って，「賜護jは
問義字を重ねた表現。本経の後にも，「尽きるJの意味の「賜Jが出る。すなわち「欲得他
人財物，用自供給。消散燦謹，賜（元・明本は刊号J）復求索。」（314a22f.；コ f平等覚
寺封 296a23）。また「室主｛賜Jで「尽くすjの意味の例も本経に出る。「今世作悪，霊塁側諸普」
(314c9 ; r平等党経jでは「今世作慾，福徳霊童鰯J[296c10］とある）o r無愛寿経jでは
f燦散J(274cl2）と改められている。
36) 菅生 『平等党経jはj可じor無量券経jでは「変苦」（274c12）と改められている。
37) 思想書審議，不能蒋得 f平等党経jは同じor無量寿経jでは「不能時得，思想無益J
(274c13）と改められている。「時jは fすぐにJの意味（ZXYL.475-476を参照）。
38) 勤苦如此 f平等党経J(294all) • r無量寿経J(274cl4）には「勤苦若此Jとある。
39) 焦心不離，主義恨務怒 f王子等覚経jは同じor無愛美子経j(274cl4）では省かれている。
f焦心jは本経では後に「｛察官焦心，不宵施奥J(314al6）という例があるが，そこでは
f心を焦がす，いらだっ」の意味。「悉↑良jは「うらみ；いかり」の意味。 HD.7. 490aに
は f史言むなどでの照例が引かれている。日制は「とても，非常にjの意味。訳注（六）
注（88）を参照。
40）結衆寒熱 注（30）を参照0
41）坐之 注（25）を参照。
42) 終身矢命 注（26）を参照。「天命jは「夫折する，短命であるJoHD. 2. 1459aには
などでの用例が引かれている。
43) 亦不肯作塁審魚道 『平等覚経jはj可じor無愛寿経iでは「不背矯蕃，行道，進徳、jと
f進徳Jが付加されている（274cl5）。
44) 薄命終葱死 f平等党経jには「議命君主死J(294al3）とあるor無量寿経』では「議終
身死」（274cl6）と改められている。
45) 皆滋務遼去 f平等党経jは同じor無量美子経jでは「皆Jが省かれている（274c16)0 
46) 有所趣向，蕃悪之道，莫能知之 5平等党経j(294al4）と E無量寿絞J(274cl7）には
r・・H ・莫能知者jとある。類似の表現が後にも出る。 f殊無有能見人死生有所趣向，亦莫能
知者。適無宥Jl善悪之進，復無誇者J(312bl8）；「不知所従来生，死所趣向J(315al4) ; 
f潤導死苦，義慈所趣向存是J(315al8）。「所趣向」も「道Jもおそらく，「六趣Jr六道j
という時の「趣jf道jと向じ意味。
47) 以下の部分，諸本との対照は，香川 1984: 309を参照。
48) 或時 f平等党経jは同じor無量寿経J(274c17）では省かれている。ここでは fもし
一場合はjと訳した。注（25)' (55)' (113）を参照。
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この世界で暮らす50）場合は，互いに敬愛しあい，憎みあってはならず51），持てる者
は持てない者に与え 52），貧りi苦しむことがあってはならないお）。ことばと顔色は柔
和にして 54），相手に逆らうべきではない。もし 55）対抗心があり，怒ることがあれば，
(312b）この世での’恨みの心はわずかに憎む程度のものでも，来世ではだんだん激
しくなり大きな恨みになってしまう 56）。なぜか。 57）今のことに関して，互いに傷つ
けたいと思う。その場で，即座に攻撃しなくても 58），そのことを儲み苦しみ59），怒
りを心のうちにいだき 60), （悲りは）自然に意識に弱まれる 61）。（その相手とは）離
れられない。 62）双方，生まれ変わって出会い，互いに報復しあうはずである。
人々は世間の愛欲の中で， 63）ひとりで、やってきて，ひとりで去っていき，ひとり
で生まれ，ひとりで死ぬ0 64）苦楽の境涯に至る際，自分で産面せねばならず，誰も
49) 世人 f王子等党経jは向じ。 5無愛寿経jでは f苦土問人民」（274cl7）と改められている。
50) 居天地之隠 5平等党経jは同じ。 f無量寿絞J(274c18）では主主かれている。
51) 不瞥相熔 『平等覚経jは同じ。 f無量寿経jでは「無相僧嫉J(274cl8）と改められて
いる。
52) 有無瞥椅給奥 f平等党経iは同じor無蚤素手経jでは「有無相通」（274c18）と改めら
れている。
53) 不曽有食情 f平等党経jには f不含有食J(294al7）とある。？無差寿経jでは「無得
食惜J(274c19）と改められている。
54) 言言色滋和 『王子等党経jは同じ。 f無量寿緩jには f言色常利J(274cl9）とらる。後に
も，「不犯諸悪，言色蛍和，身行設事」（315c9）とあり，それに対応する？平等党経jには
「……，言言色予言（宋版などは 11言J）和，……J(297c14) とある。 f食」「常jf尚jの交替
に関しては，訳注（一）注（101）・訳注（六）注（28）など参照。
55) 或儀 f平等党経jは同じo r無愛寿経』では「或時」（274c19）と改められている。
「或jもIt器；Jも「もし」の意味。同義字を重ねた表王見。
56) 歪（←致）成大怨 本務の読み宏 f平等党経j・1無量寿経iの読みにより改める。
57) 如今之毒事更欲相答 難解or王子等党経iには「今世之率更欲相怠答J(294al9）とある。
5祭最美子経jでは「世間之事E計百怠答J(274c21）と改められている。
58) 縫不臨時癒急相破 f平等党経jは伺じ。『無量寿経jでは「!ilf不即時懸念格破j
(274c22）と改められているor感急JはHD.7. 754aには宋代の用例が引かれている。
59) 然之愁議 f平等党経jの高麗蔵本には f殺之愁毛筆J(294a20）とあるが，誤写で宋版
などの「然之愁毒Jが正しし、。 5無愛寿経jでは「然合主義畜怒」（274c22）と改められてい
る。 f愁主義jは， HD.7. 624bには f後漢書jなどでの用例が引かれている。 Krsh(1998). 
49も参照。
60）結債務梓 注（20）参照。
61) 刻議 「魁Jは「刻」に通じる。
62) 皆常欝相生億，更棺報復 『王子等党経j は同じ。『無量寿経j では「皆蛍毅主主，~相報
復J(274c23）と改められている。 fお相Jは f吏相Jに同じく［互いに」の意味。 Krsh
(1998). 109-110を参照。後に「更相突泣，事事相思慕，……設相顧慾J(312clf.）とあるが，
この「更相J.「縛相J. r設秘」も「互いにjの意味。 f生f直Jは仏典によく出る表現。例え
ば，康｛首会訳 f六度集経if頼蒙宿詐，生f蔭f弗役」（T.3, No. 152, 23c10）；竺仏念訳 f出日程
経jf人身難得；傍若士数遇。生｛夜中図亦復難透。J(T. 4, No. 212, 725bl5）；翠曇殻若流支訳
？正法念処経i「我今生此，得善来報，生値父母。我今供養。」（T.17, No. 721, 14lal 7）。
63) 濁往，濁来，濁死，猶生 『王子等党経jには「溺主主， Z努去，死，主主」（294a22) とある。
『無最美子経jでは「j寄生，弱死， j誇去，務系」（274c24）と改められている。
64) 食行主〈題〉音楽之鹿 本経の諸本には「食行歪Jとあるが， f平等党経ト f無／
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替わってくれない。善悪の行為の（変化した）結果としての（? ) 65）災し、は別の生
で66）あらかじめ厳然と待ちかまえている 67）。ひとりで、昇って行き，遠く別の生に至
り68），誰にも見ることができない制。どこへ去っていこうと，善悪の業は自動的に，
転生した所まで追いかけて行く 70）。
ぼんやり薄自都、71) （輪廻の）別離は永遠につづく。たどる道が違うから，いつま
た会えるか。再び出会うことはとても難しい72）。どうして家庭の事柄73）を捨て去り，
それぞれ元気なあいだに74)' 75）：努めて善業を行なわないのか。努めて精進し76），こ
の俗世を越えることを求めれば，最高に長生きすることができる 77）。まったく道を
＼量寿経jにより， f趣Jを補う or無蚤寿経jには「……苦祭之地J(274c25）とある。
65) 養慈愛化 難解。向じ表現が次の経典に見える。竺さき無関訳？鉄城泥裂経j「我見天下
入所従来，普慈愛化。女n人視珠。J(T. 1, No. 42, 827al9）；竺曇無機訳 ri尼裂経jr 1邦見天
下所従来生死，養怒愛化。如人見珠。J(T. 1, No. 86, 909b21）。これらの経典では f愛化J
は党語 abhiSa1JlS初出（「実行，行為J）に対応するかもしれない。
66) 残害奇異（←慈）庭 底本には「狭祭惑慮」とあるが，誤主主。宋版など（房山石経本は
欠損）および f平等党経J(294a24）の読みに拠り改める。『無量美子経jでは f孜子高奨庭」
(274c26）と改められている。「狭名手Jは古典から見える語。狂D.5. 156bには｛左伝jな
どでの用例が引かれている。
67) 宿殻態待 f街務」は辞書類に採られていないが「あらかじめ」という意味の同義字を
重ねた表現。
68) 瞥務升入，遼到他慮 f平等党経jでは「升」が「昇Jとある以外は向じ。 f無量寿
経jでは f誉溺趣入，遠fU他所J(274c27）と改められている。「升入」は， f過度解脱，能
升入i尼淑J(3llcl7）という表現で使われている。章者廻転生することな f升入」「昇入」と
表現するのは，神仙思想の彩饗か。
69) 莫能見（者〉 ？平等党経J• r無羨美子経jの読みに拠り， f者jを補う。
70) 養悪蕗然追透所（←行）生 f王子毒事覚経jには「……追逐往生J(294a25), ？無量寿
経jには「H ・H ・退行所生J(274c28）とある。本経の「行主主」 >Ii:'r無量寿経jの読みを参考
に改める。後で類似の表現が出る。すなわち，「善悪福徳狭禍謎罰，退命所長三，或在築庭，
或入選音。J(314al8f.) ; r議命終身，衆惑務喜苦，自然退促，合役追遂，不得止窓、。自然衆
惑共趣頓之（←乏）J (314cl0f.）；「道之8然随茶所行，退命所生，不得綴捻。J(315a24f.）。
71) 窃窃冥冥 ぼんやり，薄日音くはっきりと見えない様。 HD.8. 44lbにはお佐南子・精神
訪日「古未存天地之E寺，惟f象無形，~~完冥冥J などの例が引かれている。仏典にも多く出る。
72) 甚難〈甚霊堂〉得復相僚 「甚難Jを檎う。 f平等党経J(294a27）と f無長寿経J(274c29) 
には「甚難甚難復得相伎」とある。
73) 家拳 ？平等覚経·~ (294註27）と f無最寿経j(274c29）には「衆事jとある。本経の別
の箇所に類似の表現が見える。すなわち，「何不築設事，行求道徳？J (3llc29）。
74) 各養強健待 f無量美子経J(275al）はj弓じor王子等党綬J(294a27）には f各勘強健持J
とあるが，誤写。 f愛Jは「ーの照にjの意味。 ZXYL.354-355, Zhu 110, Krsh (1998). 281 
を参照。注（153）参照。
75) 努力望書巻 f平等党経Jvこは f努力カ矯蕃」（294a28；宋絞などは本経と向じl.r無最
寿経jには「努力勤修養J(275al）とある。
76) カ精進 『平等党経jの高麗蔵本・房山石経は同じ。その宋版などと f無量寿経jには
f精進J(275al）とある。
77) 求度t堂， RJ得掻長霧 f平等党経jの高麗蔵本.t喜山石経には「＊茂投，……j
(294a28）とあるが，誤写。 f無量寿経jでは「産宣度世，可得極長生」（275al）と改められ
ている。本経の別の箇所に類似の表現が見える。すなわち，「｛可不棄世事，行求道徳？可得極
長生。J(3llc29）：「求欲不死， l01iH尋長誇；求欲度設， lOPJ得泥沼之道。J(316a21）。 ノ
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求めようとせずに， 78）いったい何を期待しているのか。何を願っているのか。
（無知・無信による苦しみ）
79）このように世間の入は，善業を行えば善果を得ることを信じない。（仏）道を行
えば道（さとり）を得ることを信じない80）。死んで後の世で転生することを信じな
い81）。布施をすれば，その功揺を得ることを信じない82）。まったくこれらを信じ
ず 83），またそんなわけはないと思い84），そういうことはないと言うお）。しかし86J,
（他ならぬ）この（言動）のせいで87），速からずこれらのことを自分で体験するこ
とになろう 88)0 89）先桂から子孫へ相続される教えを代々開き受け継いでいく。 90）先
＼ 「度世」は，仏典以前から見える表現で，本来は f俗世間宏去って神仙世界にわたる」の
意味。 HD.3. 1225aには f楚辞・遠遊j「欲度世以定、続分jなどの例が挙げられている。
78) 復欲〈何〉須待？欲｛可祭乎7 1平等党経jの読みに拠り Ifむを補う。 f無量寿経j
では「安所須待？欲例祭乎？J (275a2）と改められている。「須待jは「期待するJの意味。
HD. 12. 249aには『三国志jなどでの用例が挙げられている。「祭」はここでは「願う，欲
する」の意味。
79) 以下の部分，諸本との対照は，香Jl1984 : 311を参照。
80) 不信 f平等党綬jは河じor無釜寿経J(275a3）では省かれている。
81) 不信死後世復生 f平等党経jは同じor無愛寿綬jでは「不信人死更生jと改められ
ている（275a4）。
82) 不信施奥得其福徳 ？平等党経jはj苛じor無愛寿経jでは f葱施待綴Jと改められて
いる（幻5a4）。
83) 都不信之 f平等党経jは同じor無登美子緩』では「養惑之事者5不信之jと改められて
いる（275a4）。
84) 亦（・ーか）以謂〈之〉不然 本経の「念（版本はこうある。大正蔵は「爾Jに改めて
いる）以諮不然jを f平等覚経jの f亦以謁之不然」（294b3),r無愛寿経jの「諮之不
然」（275a5）とし、う読みにより改める。 f念J（＝滋）は「亦jの誤写。
85) 震（←終）祭有是 本経と『無養素手経J(275a5）には「終無有是」とあるが， f平等党
経iの「言無有是J(294b3）が正しい。
86) f塁 後渓・三0待代から fしかし，だが」と緩い反転を意味するようになる（志村良
治？中国中世誇法史研究j，三冬校 1984, p.97) o HD. l. lお9b( 5) （重量代）， ZXYL. 93 
（三闘志［菱電略］）， GHX. 85 （公孫龍子！？，貌略）も参照。
87) 坐是故 f坐…故Jは「坐Jとおなじく「ーの勢で，ーによって」の意味。 f無量苦手
経JIこは r~長此放」とある（275a5）。
88) 怠良晃之 文字通りには「速からず自分でこれらなみる」。 rliJは f速からず，まも
なくJの意味。 GHX.423, （ニ）を参照。 f之Jとはこの文脈では，お菜応報・輪廻転生を
指すと，思われる。
89) 更梅代間前後相続；轄椋承受父総数令 このこ匂は対をなし，同じ意味を重複して表
現している。前半は， f王子等党緩jには「吏相看視前後〈格綴つ）J (294b4）とあり， f無
量寿経jでは「更相殺視先後同然、J(275a6）に変えられている。本経には f代間」とあり，
5平等覚経jには「肴視Jとあるが，「承受Jと対になっている点から， f代向Jが本来的
と考えられる。「更相jはここでは「次々にJの意味。 HD.l. 529aには f史記・張丞相列
伝if国文言日：“今此三君者，皆丞相也。”其後三人寛吏相代潟丞相。何見之明也。」など
の例が引かれている。 f車新日Jは「Ji.いにjの意味もあるが，ここでは「次々にjの意味。
訳注（三）注（20ト訳注（五）注（96）などを参照。
90) 索不作警，本不f議選3身懇神間，心築窓閉 二匂毎に対をなしている。しかし f無量
寿経jでは「素不潟普，不識道徳，身患神間，心霊祭意濁」（275a7）に変えられ，対に ノ
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祖はもともと善業・（仏）道を行ったことがなく，身も精神も暗愚で，心は閉塞して
いて， 91）大いなる（仏）道を見ょうとしなし、0 92）人が死んで後おもむく境援がある
のを見る能力がまったくないし，知る能力のある者もない。そこには善い境涯と悪い
境涯があるのを見ることもまったくないし，語ってくれる人もいない。 93）善悪の行
為を行うことによって，福穂・災い・懲罰がそれぞれ競うように起こるのも，そうい
うわけで（？），まったく不思議なことではない。
94）死に主るとし、う道理は次々と立ち現れてくる。 95）あるいは子が父を亡くして泣
き，あるいは父が子を亡くして泣く。あるいは弟が兄を亡くして泣き，あるいは兄が
弟を亡くして泣く。あるいは奏が夫を亡くして泣き，あるいは夫が奏を亡くして泣
く。 96) （老幼・兄弟・夫婦の死の） Jil買序が逆になるのは，無常の根本の姿だ。誰もみ
な過ぎ去っていき 97），永遠に留めることはできない98)0 
＼なっていない0
91) 不見大選 f平等党経jには「不見天道」（294b6）とあるが，誤写であろう or無量寿
経J(275a8）には対応する勾がなし、。
92) 殊無有能見人死生有所趣向，亦奨能知者。溺無有見善悪之進，復無語者 二つの文が
対になっている（「殊無」と f適無j，「亦莫」と f復無Jなど）。 I平等覚経J(294b6）で
は「死生jが f生死Jになっている以外は同じ。「死生」はここでは f死ぬJとし、う意味で
あろう（狂D.5. 148bには唐代の詩での用例が引かれている）。注（94). (101)' (114）も
参照。？無量寿経jでは f死生之趣，蕃悪之道， a不能見，無手Z諾者J(27~a8）と書き改め
ている。類似の表現がすでに出た（注［46］参照）。「殊無Jも fj虚無J（注［24］参照）も
fまったくーでない」という意味。
93) 食用作蕃悪，様徳， E央苦手，禍部各自競作。主義之潟，殊無事Z怪也 難解or平等党経jは
河じor無登寿経iでは「吉凶，禍福競各作之。無一怪也J(275a9）と童書き改められている。
「矯用J は類義字を重ねた表現か。 r~央空手」は注（66）を参照。「禰罰j は f災いと懲罰j
の意味。 HD.7. 937b には f墨子j などでの用例が挙げられている。「~之用」は不明。こ
こでは fこのせいで」という意味か。「然有怪jは「不思議なことではないjの意味。 f太
平経・菜訣jに「天之授性，各自有務衿。幾善，警務持l至；幾慈，惑精神至。此自然之性
也，無有俊也。 1！！慾人不深計之主王。jという向じ表現が出る。
94) 室於死生之選』車車線綴立 難解。「死生jはここでも「死ぬJという意味であろう。注
(92). (101). (114）を参照。 f王子等党経jにはrn於生死之道線相綴（立〉」（294bl0).
f無最美子経jには「主主死常道，事事相総立J(275al0) とある。後に「或時家室，中外，父子，
兄弟，夫婦：＇£於死生之義 J(312b29）という表現が出る。
95) 或子突父，或父突子；或弟突兄，或兄突弟；或綴英夫，或夫突揚 1平等党経j
(294bl0）ではこの文が欠けている（誤写）。 f祭最寿経jでは「或父突子，或子突父。兄
弟，夫婦吏相突泣J(275al0）と簡潔な形に改められている。
96) 類俊i上下，無常根本 ｛平等覚経j・1無蚤寿経jも同じ。西普議永遠訳『超臼号月三味
経jに類似の表現がらる。すなわち「不解法者反事事Ii道，猶如車輪。父母相変，兄弟相念，
夫妻相慾，持心不堅。若矯父母，反f喜子女。本~子女，反篤父母，或矯夫妻，受矯怨家。
顛伊i上下無常根本。此菩薩意常怒念之，関fヒ使信，入係正道，信解非常・苦・空・非身。j
(T. 15, No. 638, 538a22f.）。
97) 過去 ここでは「過ぎ去るJの意味。渓訳仏典から見える表現。 HD.10. 958a.過去
( 3）には f朱子語類iなどでの用例が引かれている。
98) 不可常得 ？王子等党経jは同じ。 f得jは難解。 f留めるJの意味かor無量寿経jでは
f不可常保J(275al2）と改められている。注（151）参照。
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教え語り，諭しても 99），この道理を信じるものは少なし＇ 100）。みな生死を繰り返
しJOI)，とどまることはない。（しかし）このような人々は 102），ぼんやりしていてあ
ちこちで衝突し103），教えの言葉104）を信じず，それぞれ心を楽しませることを求め，
思患がない105）。（彼らは）愛欲に理性を失い106），道徳をわきまえず107），悲りのため
に惑い 108），財産や女色を禽っている 109）。このために（仏）道を得ず，当然苦しみの
極みを受け 110），悪い境涯に（再び）生まれ，決してとどまることはできない 11!）。そ
の苦痛はいたましいかぎりだ 112）。
（愚椋な追慕）
113）家族・父方や母方の親戚・父（312c）子・兄弟・夫婦の死（ぬという道理）に
99) 教語路導 f教語Jは辞書類に採られていない。 f関導jは古典から見える表現で，
日D.12. 64aには 5窃子iなどでの用例が引かれている。
100) 信選者少 f平等覚緩jは同じ。 f無量寿経jでは「信之者少J(275al3）と改められて
いる。
101) 皆鷲死生 f平等覚経jには「皆蛍生死J(294bl2）とある。 f無量寿経』では f是以
生死流線J(275al3）と改められている。あるいは f死生jはここでも f死ぬjという意味
であろうか。注（92)' (94)' (114）を参照。
102) 如楚曹人 ｛平等覚経jは問じor無最寿経jでは月日此之入J(275al3）と改められて
いる。複数を表す f欝Jはうも泰代の文献から見える（GY.129参照）。 Zhu.172には仏典で
の用例が列挙されている。
103）践冥抵突 f平等覚経jは問じ。 f無量寿経jでは「際 （v.l.蒙，壕）冥抵突j
(275al4）とある。本経に後には f溺塞際線J(312c5）という表現が出る。「践;i¥l;J，「際
築J，「家主主Jr駿槙」などは河義字を重ねた表現。辞書類には採られていなし、。逆にした
「冥室長J(HD. 2. 454b），「冥際J(HD. 2. 457a), f膜駿J(HD. 5. 820a）などは辞書に採られ
ている。「抵突Jは類義語を重ねた表現で「ぶつかる，つきあたるJの意味。 HD.6. 477a 
は f三国志jなどの用例を引いている。
104) 綬諮 ｛平等覚経jは悶じor無量寿経jには r＊霊法J(275al4）とある。
105) 各欲快窓，心不計慮 f王子等党絞』は向じ。 f無量寿経』では f心無遠慮，各欲i失意」
(275al4）と改められている。
106) 懇獲 f平等党経』は同じ。 f無量寿緩』では「疑惑J(275al5）と改められている。
107) 不解 f平等覚経jは同じor無量寿経jでは「不透J(275al5）と改められている。
108) 迷惑 f平等党経jは同じ。 f無量寿綬jでは「迷i交J(275al5）と改められている。
109) 食狼 HD. 10. 107aには r住荷予jなどの用例をヲ1,、ている。 f狼のように食るJと解
釈するのは間違いで， f食禁J(tan Ian）が転じたものという（王雲路針葉重量六朝詩歌誇言
論稿iw安 1997，侠商人民教育出版社， p.303-304）。
110) 瞥更勤苦緩 『平等党経iは同じor無量寿経jでは「蛍受忍怒苦J(275al6）と改めら
れている。 f更jは「（苦しみを）受ける」という意味。本経では f慈い境涯に陥るjの意
味でも使われている。訳注（一）注（54）を参照。 f勤苦Jは注（29）を参照。
111) 在慈慮主主，終不得.It休息 f平等党経jtこは「在於悪庭生。……J(294bl5）とある。
この読みの方がよい。 f祭最寿経jでは「（鴬吏慈趣苦，） 生死無窮記J(275al7）と改めら
れている。「止休息」は類義字を三つ重ねた表現。本経の5JUの筒所に出る「議命終身，衆悪
縁鋳，自然迫促，蛍役迫遂，不得iた患u(314cll）；「考技、勤苦之彪見阿粥陀傍光明主，皆休
止，不復治J(303al5）という表現を参照。
112) 痛之主主可傷 5平等党経jは同じor無長寿経jでは「哀哉甚可傷」（275al7）と改めら
れている。
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直面すると 114），立いに声を出して泣き， j戻を流し，互いに追慕する 115）。憂いが心の
うちに欝積し 116），恩愛がまとわりついて離れない117）。心は痛みに襲われ118），互い
に恋々として思いきれず119), （その悲しみは）昼となく夜となく結ほれ束縛し，（そ
れから）解放される時がない 120）。仏道の思恵、を教え示しても 121），心を毘いて受け容
れず，（亡き人との）愛情を想い，’i警欲が身を離れず122），心、をすっかり閉ざしてもう
113) 或時家室中外 『平等党経jはi可じ。 f無差寿経jでは f或時築家」（275al7）と改めら
れている。「或時jはここでも「～場合はjの意味であろう。注（48）を参照。
114) 歪於死生之義 f平等覚経』には「更於生死之義J(294bl 7）とある（誤写？）。 f無量
寿経jでは「一死一生J(275al8）と改められている。上に「至於死生之道，事事相綴立J
(312b21）という表現が出た。注（94) ~参照。「死生j はここでも「死ぬj という意味
であろう。注（92). (94). (101）を参照。「死ぬという道理に直面して」という意味か。
115) 更梼突涙（←泣），鱒穏思慕 底本の「突泣jを本経の宋版など（房山石経本はこの部
分欠損）と f平等党経J(294bl 7）により「笑涙jと改める。 f突涙」は本経の類似の文脈
で出る。すなわち f主主事事是五道中，死生呼暖， Eを相宍j戻，事事相食喜Z，愛窓、愁毒，痛苦不可
言」（313a28）。なお「突泣Jは類義学を重ねた表現（HD.3. 362aには作目むなどの用例
が引カ通れている）。 f無差寿紛では f吏相支援L毘霊恋慕」（275al8）と改められている。
「更相J. I事事棺Jは「互いにjの意味。注（62）を参照。
116) 菱念憶絡 f王子等覚緩jは向じor無登美子経jでは f憂念結縛J(275al9）と改められて
いる。「僚結Jはすでに出た「絵償jと同じ意味。注（20）を参照。憂いや怒りが心に畿殺
していること o HD. 7. 733bにはねヒ史iでの用例が引かれている。次の「恩愛綴緩jと対
をなす。
117) 慈愛緩綴 f平等覚経jは同じ。 f無量寿経jでは省カ逸れている。「緩綴」は他に例を見
ない表現。「まとわり続く，まとわって離れないjという意味か。上の「憂念演結jと対を
なす。
118) 心意著痛 f平等党経J(294bl8）と f無量寿経J(275al9）には「心意痛著jとある。
「心意事苦痛Jは温渠京声訳 f譲王緩jにも出る。「人命欲終，身緩不寧……白汗由民流出相
緩，心意著痛，議事事消滅，無所復知。J(T. 14, No. 514, 786al7f.）。この f著痛Jは「痛み
に襲われる。痛みを受けるjという意味であろう o HD. 9. 168a.鷲（3), GHZ. p. 963b.着
（著） (3), (5）を参照。もし f痛著Jが正しければ，この「著Jは動認の後について，
状態・行為の持統合示す最も王手い例となる。その様な用法に隠しては，柳土鎮 f重量普南北
朝歴史語法j南京 1992：南京大学出版社， p.115 ; ZXYL. 636f. ; HD. 9. 430b.著（8）；龍
国富問主薬訳経助詞研究j長沙 2004：潟南部範大学出版社， pp.64ff.などを参照。
119) 釣根顧懲 f平等党経jには「釣相顧慾（←思）J (294bl8）とあり， f無量寿経jでは
「迭相顧慾J(275al9）と改められている。「釣相jは「互いに」の意味。注（62）を参照。
「顧慾jは「恋々として思いきれないJという意味。 HD.12. 366bには『後渓番jなどで
の用例が引かれている。
120) 獲夜縛落語，無有解時 f王子毒事覚経jの f登夜無有解待J(294bl9）は誤写or無長寿
経jでは「窮日卒歳無有解己J(275al9）と改められている。「終凝」は竺法護訳 f等自主芸
議所間三味経JI普緊菩議志願，彼無縛凝」（T.10, No. 288, 576a27）；鳩摩羅什訳 f大樹祭
那羅王所関経jf知一切法本性絞毒事，本無縛E疑放。J(T. 15, No. 625, 385c5）；同「出家是離
縛擬之器。」（T.15, No. 625, 385c8）と出る。
121) 教視道徳 房山石経本及び f平等覚経J(294bl9）には「教示jとあるor無量寿経j
では f教語J(275a20）と改められている。 f道徳」は訳注（七）注（100）を参照。なお，
f示すJの意味で「視Jを使うのは古い用法でらり， f詩経J. r宇し吉田.r漢書jなどに多く
の用例が見られる（HD.10. 332b [15], GH. 2C87c“d [47］イ58］）。円むと「示jのうど替は
本経の他の箇所でも克られる。本経に「開示大道J(313al）とあるところ， f平等党経jに
「関視（v.l.示）天（v.l.大）道J(294c16l. r無量寿経jに f顕示大道J(275bll）とあ
る。また本経に「関視（v.l示）五道J(313a21）とらるところ， f王子等党経itこ「開示
(v. l.視）五道J(295a8), r無量寿経jに「防示五趣J(275b27）とある。
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ろうとしており，（蒙味さに）幾重にも襲われていて 123)' （彼らは）思考したり，心
をきちんとただしたり，世俗のことからすっぽり身をひき，ひたすら道を修めたりす
ることができない出）。最後までふらふらしていて 125），寿命が尽きても 126），仏道を
得られず，もうどうしようもない 127）。
（私利追求の生活が悪題を招く）
1お）（世間では）多くの雑事に（追われており）（？），混乱し，かまびすしく 129)'
みな愛欲を貧り求めている。 130）仏法とは上で、述べた様なものだが（? ) ' 1、道を理
解しない人は多く，仏道を得た人は少ない。 131）世間の人はせかせかしていて，心を
122) 思想恩好，情欲不離 f王子等党経jには「恩愛・情欲不離J(294b20）とあるor無量
寿経jでは「思想恩好，不離情欲J(275a20）と改められている。「恩好Jは，夫婦・家
族・友人なごの関の愛情・よしみ・むつまじさ。訳注（六）注 (125）を参照。
123) 鶴察際限，交錯覆薮 f平等覚緩jには「関塞蒙蒙，……J(294b20）とあるO 『無量
寿緩jでは 1・香際閉塞，愚惑所夜J(275a21）と改められている。「関議J「緩膜J「交錯j
「覆蔽jは同義字・類義字を重ねた表現。「閉塞Jは本経の別の箇所にも f心中閉塞，意不
問解J(315a20）と出る。「棋際Jは注（103）を参照。「援護主jは f覆う；；覆い隠す，隠し
ごまかす」の意味。狂D.8. 770bにはお菜警jなどでの用例が引かれている。
124) 不能J思計，心際端正，決断被害葬，毒事務行道 f平等党経jには f不得忠言十…・・・」
(294b20）とある。 5無量寿経jでは「不能深窓、熟言十，心自端政（v.I.正），専務行進，決
断役事J(275a21）と改められている。 f怒計jは辞書類にとられていないが，仏典には多
出する。同義字をE重ねた表現。 f決断jも同義字を主主ねた表現。「すっぽり断つ」の意味。
後に「若警亦Pf自決獄臭麗慈鐙。」（313b5）という同じ意味の用例が見える。
125) 使旋更露 5王子等党経j・1無量寿経jも同じ。「使旋」（pianxuan）は同じ韻字を重ね
た畳韻語。 fさまよう；ぐるぐる図るjの主主味。 HD.1. 1366aには渓代の賦などでのこの意
味の用例が引かれている。他方， f金大力・康孟詳訳 f修行本起経jf夫老者，年誉根熟，形
祭色衰，…...坐起須人， 日冥王干塁塁，使旋Eln忘，言報悲哀，官会命無幾。故調之老。」（T.3, 
No. 184, 466b25f.）；支議訳 f八郎経j「silil痛落，行歩若様， E長起将E今，変悲悩苦，議干i同事
j成，｛使旋Rn；宏、，命日促霊童，言之流i弟。」（T.14, No. 581, 965c15f.）の「使旋」（bianxuan) 
は fすぐにJという類義字を重ねた表現か。
126) 議終命蜜 『乎等党経jには「年議命議J(294b22）とあり，；無長寿経jでは「年議
終重量J(275a23）と改められている。
127) 無可那何 ？王子等党経J(294b22) . r無景寿経J(275a23）には「無可奈何jとある。
128) 以下の部分，諮本との対熊は，香Jl1984 : 313を参照（。
129) 総狼僚議 「総l猿Jは， HD.9. 997aでは漢代，王符 fi替夫論jや貌｛－＼；，劉W1；人物
誌jでの用例が挙げられ，「集まっている様子Jとある。康f首会訳 5六度集絞jf王日：“殴
事多古文， j主主民苑中。”太子令之深慮苑内。王寺主総！猿，忘之六日。忽然活日：“党志放在
予つ”疾呼之主主。J(T. 3, No. 152, 30a27f.）および傍倣紋澄等訳日前加経科所集経i「衆生
之類衆事総猿，著有予言想、。無有能E主主主総援者，除美智者。J(T. 4, No. 194, 117b4f.）の「線
狼Jは「雑多な事柄，多くの雑事」の意味か。「債務jの f僕jは「ごたごたして混乱して
いる様子J。仏典では「償協J（混乱しがやがやとした〔場所］）という表現がよく出る。
「議Jは，何度燥，がやがやしているJという意味。訳注（七）注（102）参照。
130) 如是之法，不毒事道者多，得滋者少 ；平等覚経jは向じor無長寿経jでは「惑道者衆，
悟之者霧；（v.l.少）J (275a24）と改められている。
131) 蛍間忽忽，無可籾殺 5平等党経j・5無景寿経jも同じ。「忽忽jは｛あたふた，そそ
くさ，あわただしいJあるいは「あくせく，忙しい」という意味。 HD.7. 447bには f三国
志jなどでの用例が引かれている。「聯綴」は同義字を議ねた表現。「（生活J二あるいは ノ
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落ち着けるところがない。 132）位の高い者も低い者も，金持ちも貧乏人も， 133）男も
女も，大人も子供も， 134）みなあわただしく，自分を苦しめ，みな殺意・害意をいだ
いていて 135），悪意がたまってもうろうとしており 136），憂いを感じない者はいな
い 137）。そのためでたらめに行動し 138），天地（の道理）に逆らい 139），人間らしい心
に背いている 140)0 141) （仏）道の働きは，悪人にまずはそのまま好きなようにさせて
おいて，その（授かった）寿命がまだ尽きないうちに，突然その命を奪う。悪趣に落
ち，幾世にわたって苦しみを受け 142），次から次へと悩み苦しみが絶えず 143），数千万
億年にわたって 144）ずっとそこから出られない14針。その苦痛はことばで表現できな
＼精神上）頼りにする。あてにするふ多くの場合否定辞を伴う。 HD.8. 662aには渓代の詩
などでの沼例が引かれている。 1無差寿経jの流布本には「惨頼jとある。「惨」（liao）は
冊目（liao）に同じ。
132) 護費貧富 門Z等党経jは同じ。 f無登美子経jでは「貧富愛媛J(275a25）と改められて
し、る0
133) 男女大小 ？平等党経jは河じof無愛寿絞jでは省かれている。
134) 各自忽務，勤苦拐身 f王子等党経jは同じor無愛寿経jでは「勤=a-忽務｝(275a26）と
改められている。 f忽務Jは「あわただしい，忙しいjの意味。訳注（六）注（127）参照。
月号身jは「自分自身Jの意味。 HD.10. 708aには？盟諸jなどでの用例が引かれているo
f勤沓」はここでは f苦しめるJの意味。注（29）を参日程。
135) 〈各〉懐殺慈 本経の高箆蔵本と房山石経には「燦殺主義」とらり，朱版などには f懐怨
殺議jとあるor平等覚経J(294b25）・ 1無量寿経J(275a26）には「各燦殺主義jとある。
この読みを採る。「殺毒」は，ここでは「殺したり，危答を加えたりする」とし、う意味か。
日D.6. 149laには？？針葉書jでの用例が引かれているが，そこでは「毒殺」の意味。
136) 悪策窃冥 「惑気」は「邪慈な気」あるいは「うらみ・怒りの（たまった）気持ちJ。
HD. 7. 557b には f§氏春秋j などでの用例が引かれている。 l},JJ冥j はよに出た 13諸｝$~芝
冥；J0主［71］）と同じく，「ぼんやり，簿暗くはっきりと見えない様Jを意味する。 HD.8. 
44lbには；史言むなどでの用例が引かれている。
137) 葵不偶懐 f平等覚経jは1奇じor無蚤寿経jでは4きかれている。「i潟張Jは類義字を重
ねた表現。「失意・失望して悲しむ，憂えるJの意味。 HD.7. 60laには？楚辞jなどでの
用17Uが引かれている。
138) 祭妄作翠 ？平等党経jは向じor無愛寿緩jでは「潟妄爽事J(275a26）と改められて
いる。
139) 懇逆天地 『平等党緩jは向じor無愛寿緩jでは「逮逆天地J(275a27）と改められて
いる。「慈（w白）逆Jは「憎み逆らう；逆らう」の意味。
140) 不後人心 『無量美子経jは同じor王子害事党経jには f不従f二心」（294b26) とある。
141) 道徳非募先随奥之~欝所望書 ？平等党経jは同じor無量苦手経jでは「自然非悪先限奥
之怒務所定3，待其罪複」（275a27）と改められている。「道徳Jはここでは「（仏）道の働き，
作用」の意味か。「非慈Jは辞書類に採られていないが，伺義字を重ねた表現で，「悪逆非
道の者，怒人J の意味。「；＇~l隠j も同義字を重ねた表現で， fまかせる。言うとおりにす
る」の意味。 HD.7. 506bには晋代，家宏；後渓紀jなどでの用例が引かれている。
142) 累t量動管 ？平等党経jは同じ。 I無表寿経jの流布本・宋版なども向じ。諮本で「勤
苦」とあるところ， 5無長寿緩j の~麗蔵本・房山石経本は「恕菅j にするが，これは f慾
（出勤）苦Jの誤写。
143) 展欝愁慈 f平等党経jは同じor無翠：寿経jでは IJ.l主蒋主主中J(275a29）と改められて
いる。 f展事事Jはここでは「次々にjの意味。訳注（五）注（95）を参照。「愁毒Jは注
(59）参照。
144) 数千禽億歳 本経の高麗蔵本・5草山石経本及び『平等党経jにはこう ;Joる。本経の宋
版などには「数千潟億億歳jとあるが，誤写。『無長寿経jでは f数千億劫J(275a29) ノ
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いほど。まったくあわれなことだ。j
（悪業を止め，普業をなせ）
仏は阿逸菩穣などと神々・帝王・人々に仰った。
「146）私はお前たちに世間のことをすっかり話した。 147）人々はこのような理由で仏
道を得られないでいる。 148）：お前たちはこのことをよくよく考えよ。 149）悪業から手
を引き，それから遠ざかれ。 150）善業をなすなら，そのことを堅持し，みだりに悪い
ことなどせず，大いに蕃業を行え。 151）愛情・欲望の享受は，それが大きなものでも
小さなものでも，多かろうと少なかろうと，永遠に留めることはできず， 152）やはり
捨て去らねばならず，楽しんではならない。
153）仏（わたし）の（在）世の開に，奥深い仏の教えの言葉を信じ受け入れ， 154)
＼と改められている。
145) 然有出（←止）期 本経の誇本には「止期jとあるが， f平等党経J• r無最寿経jの読
みにより f出期」に改める。
146) 我皆語汝響（←造） t世間之家 本経の高麗蔵本の「汝造J（房山石経本はこの部分欠
損）は「汝欝」の誤り。本経の宋版などと f平等覚経Jf若欝jとある）の読みによりに
改める。 f曹jが f透Jと誤写され，さらにそれと通じる「造Jに霞き換えられたと思われ
る。『無量美子経jでは「我今語汝世間之事J(275b2）と改められている。
147) 人賂是故坐不得議 rm是故jは fこの理出でJの窓味。訳注（六）注（76）を参日言。
「坐jも fーのせいで，～によってjの意味。訳注（三）注（48），訳注（六）注（75）を
参照。
148) 汝習熟思健之 f王子等党経jには f若嘗……J(294c3）とあるor無量寿経jでは「蛍
熟思言十J(275b3）と改められている。
149) 忍者蛍綴捨，遼緩之去 ？平等党経jには，......，遼離之」（294c3）とあるor無量寿
経jでは「逮離衆慾J(275b3）と改められている。「縦捨jは，上十こ f釈放する。赦す」
の意味で出たが（注［24］），ここでは「手を51く。捨てるJの意味であろう。この意味は
辞書類に採られていない。
150) 後葉答者， E雪堅持〈之〉，勿妄望書非，主主作諸警 本経の誇本には f蛍堅持Jとまbるが，
覚経j (294c4）により f之」を補う。 f無量寿経jでは「擦其蕃者勤前1行之」
(275b4）と改められている。「主主Jはここでは f大いに」の意味。訳注（三）注（51）を
参熊。
151) 大小多少愛欲之策皆不可常得 f平等党経jは同じ。 f無量寿緩jでは f愛欲祭禁不可
常保J(275b4）と改められている。ここの「得Jも「留めるJの意味か。注（98）な参照。
ここの「祭」は「楽しみJの意味か。 HD.4. 1226a ( 5), GH. 114la (35）には？尚書j・
rn国語jでの用例があげられている。
152) 宿営別総，無可祭者 f平等党経J(294c5）には「猶蛍別総，……Jとあるor無最美子
経jでは f皆蛍別離，……J(275b5）と改められている。「由Jは f猶jtこ通じる。ここ
での意味は明確ではなし、。
153) 愛偽世時 f平等党経J(294c6）には「勘（v. l.勧，受）偽世持」とあるが，誤写。
「愛Jは「ーの間にJの意味。注（74）参照。 f無量寿経jでは f愛｛路夜役J(275b5）と
改められている。
154) 英有信受偽経語深，奉行道徳，皆是我小弟也 『平等党経J(294c6）には f其存信愛
(v. l.受）係経諸（札 l語）漆 奉行道徳，皆是我小弟（v.l.弟子）也Jとあるが，
f愛J.「諸Jは誤写。 5無登美子経jでは「設勤務進J(275b5）と改められている。「信受」
については訳注（六）注（29）をえよ。「働経諾」については訳注（六）注（27）安見 ／ 
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悟りのための修持をおしいただいて実行する者がし、れば，彼らはみな私の弟たち
だ。 155）仏の教えに基づく戒を学ぼうとおもい始めたばかりの者がし、れば，彼らはみ
な私の弟子たちだ。 156）もし出家して，妻子を捨て，財産や女色を捨て，沙門となり，
（さらに）仏（わたし）のもとで比丘になりたい者がいれば，彼らはみな私の子孫た
ちだ。
157）私の（し、る）時代に巡り合うのは大変難しい。 158）もし，阿弥陀仏の国に生ま
れたいと願う者がいれば，彼らは智慧あり，勇敢なものとなり，みんなに尊敬される
であろう。 159）好き勝手にして，仏の教えに基づく戒に背き，他の人より劣ってはな
らない。
もし疑問があり，教え 160）が理解できない者がし、れば， 161）前に進み出て仏（わた
し）に尋ねよ。あなた方に説明してあげよう。j
＼よ。ここの f遊徳Jは「’悟りのための修行Jの意味でまbろうか。 f道徳jは本経の別の額所
では，「仏道の忍怠J. rさとりのはたらきJ• rざとりそのものJ. r （仏）道の働き，作用」
を意味するo訳注（ニ）注（70），訳注（五）注（143），訳注（七）注（75), I司注（100).
本篤注（141）を参照。
155) 其有議欲（←欲有予言）翠係経戒者，皆是我弟子 本経には「禁欲有南事例経戒者，
…づとあるが， 7平等覚経J(294c7）の読みに改めるor無量；美子経jでは省かれている。
「其jは「もしjの意味。 HD.2. 102a ( 4) ( 3 ) , G狂x.407bは 5日氏春秋j・5荷予jな
どでの用例を引いている。「荷jは fーしたばかりJの意味。 HD.1. 525a ( 3), GHX. 162 
にはじ葉書iなどでの用例が引かれている。「経戒」については訳注（一）注（53）を参照。
156) 其有欲出身去家，捻喜妻子，絶去財色，欲作沙門，気備作比丘者，皆是我子孫 ？平等覚
経jには r・・H ・，欲来作沙門，……J(294c9）とある。 f無愛美子育圭jでは省かれている。
「出身去家Jの「出身」はここでは「出家するJの意味。この意味は辞書類に採られてい
ない。次の f出身」も同じ意味。東晋代，竺袋無翻訳？五苦掌勾経j 「若手正賢者，唐家~道，
厭世所有苦空非身，常欲出身魚道，録家妻子， 2言就羽締，受持法板。J(T. 17, No. 741, 
545al4f.）；唐代道宣撰？広弘明集j rr道士法稔経j 言：“若~沙問，思念無最，願早出身，
以習仏真。”」（T.52, No. 2103, 162al 7f.今 169a25f.）。「絶去Jは類義字z.重ねた表現。 r'.li急
俄」は fイムのもとで」の意味であろう。 HD.6. 1106b (31) ( 3), G註.1387b (92）ー（101)
には， f主義jが f子J「於J「夜」の意味になる例を？妥氏春秋jなどから51いている。
157) 我澄茎霊童得｛直 ？平等覚経jはi可じ。 f無量寿経jでは4きかれている。
158) 其有原欲生向矯陀偽騒者，可得智慧勇猛，童書衆所尊敬 子王子等党経jには「其宥願欲生
無差清浄機感者，……J(294cl0）とある。 f無量美子経jでは f其有：＂£ (v. l. ：＂£心）願生安
祭園者，可得智慧明達功徳殊勝」（275b6）と改められている。「智慧勇猛Jは訳注（一）
設（8）を参照。
159) 勿得積心所欲，勝負経戒，夜於人後 f平等覚絞jには「H ・H ・夜〈於）人後j
(294cl2）とある。『無量寿経jでは f勿得……在人後也J(275b7）と改められている。
「額負Jは同義字を震ねた表現。「蔚Jにも「法令などに背くJの意味がある（HD.8‘ 
85la [ 6］）。
160) 経 ここでも f経典」ではなく，「教えjの意味。訳注（一）波（19）を参照。
161) 復前関係。望書汝解之 f平等党経jには r.・ H ・。係食翁若解之」（294cl3）とあるor無
f量寿経jでは f百I呉向例。 t言葉3説之J(275b8）と改められている。ここの「復Jの慈、味は
明らかでなし、。
？大阿弥陀経j訳注（八） 17 
絡号表
注で使用した略号は次の返り：
GH = G1!xfr11 Huizuaη放言11[纂， ed.Zong Fubang宗福邦， ChenShinao糠世銭， XiaoHaibo粛
i樹皮，北京 2003 （商務印書館）．
GHXヱ f古代渓語虚詞認典j中国社会科学院諾言研究所古代；英語研究室綴，北京 1999 （商務
印苦手館）．
GHZ＝張永富等編 f簡明古i英語字典j成都 1986 （四Il人民出版社）．
GY之楊f自竣.1可楽士 f古漢語語法及其発展j北京 1992 （誇文出版社）．
HD= ri英語大詞典j，会13冊，上海 1986-1994 (i.葵諾大詞典出版社）．
Hu＝拐救端討論護者｝奥東1期弗典認語比較研究j，成都 2002 （巴局番社）．
Krsh (1998) =A Glossary of Dharmaγα均の Tγ出国lαtionof the Lotus Sutra正法奪経論典， Seishi
Karashima, Tokyo 1998, The International Research Institute for Advanced Buddholog}, 
Soka University (B出叫hecaPhilologica et Philosophica Buddhica !). 
Krsh (2001) = A Glossαγy of Kum/Iγajf叫’sT叩出iαt削1of the Lot拙 Sutra妙法蓮華経認典， Seish1
Karashima, Tokyo 2001, The International Research Institute for Advanced Buddhology, 
Soka University (Bibliotheca Philologica et Philosophica Buddhica IV). 
Zhu＝朱星雲之 f偽奥巽中古漢詩詞薬研究i，台北 1992 （文i季出版社）．
ZXYL ＝議定、麹・察鏡j告f中古E注調語法例務j，長春 1994 （吉林教育出版社）．
香Jl 1984 ＝香Il孝雄『無蚤霧緩の諮本訴照研究j，京都 1984 （永田文畠堂）．
訳注（ー）＝辛鵜静志r大阿弥陀経j訳注（一）J r1'始教大学総合研究所紀~j 第 6 号 (1999)'
pp. 135叩 150.
訳注（二）＝辛鴎静志 r大阿弥陀経j訳注（2 > J r偽教大学稔合研究所紀要j第7号（2000)'
pp司 95104. 
訳注（三）＝辛終静志「f大将弥花経j訳注（三＞J rni教大学総合研究所紀姿j第8号（2001)'
pp. 133-146. 
訳注（四）＝辛鴎静志「？大阿弥陀経j訳注（凶）J ri'始教大学総合研究所紀姿j第10号（2003),
pp. 27四34.
訳注（Ji)＝辛嶋静志「？大阿弥陀経j訳注（五）Jr傍教大学総合研究所紀婆j第11号（2004)'
pp. 77-96. 
訳設（六）之さ手鵠静志「『大阿弥陀経j訳注（六＞Jr併3教大学総合研究所紀要j第12号（2005)'
pp. 5-20. 
訳注（七）＝辛鴎静志江大阿弥陀経j訳注（七）J f｛•部教大学総合研究所紀要i 第13号（2006),
pp. 1-11. 
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